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ある日、わが園の保護者から「花鳥風月」の風

って何ですかと質問されました。花や鳥、月は目

に見えるのでなんとなくわかるのですが、風がよ

くわからないというのです。調べてみましたら、

「風」という目に見えないものが入っているのは、

日本人がそれだけ「風」というものを全身の感覚

で愛でる感性を持っている証拠だと、書いてあり

ました。感覚として、優しく頬をなでるような風

のような気がします。 

風の種類には下記の名がありました。 

■春の風 

・春一番：立春を過ぎ、初めて吹く強い南風。 

・東風（こち）：春に東から吹いてくる風。 

・貝寄せ：春先に砂浜の貝を運ぶ風。 

■夏の風 

・薫風（くんぷう）：初夏の若葉や青葉の香りを含んだ穏やか

な風。 

・青田風（あおたかぜ）：青々とした水田の上を吹き渡る風。 

・盆東風（ぼんごち）：夏の終わりごろに吹く東風。暴風雨の

前兆として吹く風。 

■秋の風 

 

・野分（のわき）：二百十日の頃、野の草を吹き分ける強い風。 

・いなさ：大雨を伴う南寄りの暴風。 

・金風（きんぷう）：秋風のこと。稲穂を揺らす風。 

・雁渡し（かりわたし）：雁が渡ってくる頃の北風。 

■冬の風 

・木枯らし：初冬に吹く冷たい北風。木の葉を吹き飛ばして

しまう事に由来している。（木枯らし一号とは秋から冬へと

変わる時期に、初めて吹く北よりの強い風のこと。） 

・おろし：冬山を越えて吹き降りる冷たい強風。 

・空風（からっかぜ）：冬山を超えて吹きつける冷たく乾いた

風で関東、東海地方の冬の季節風。 

昔の人が「花鳥風月」を感じながら生活をして

いたころと比べ、現代人の中に、自然を感じなが

ら生活している人はどれくらいいるのだろうか。

コロナの影響により、表に出ない生活を送ってい

るため、花を愛でたり、小鳥のさえずりを聞いた

り、この風は何という名の風かとか、月の満ち欠

けを眺めたりする余裕などないといわれるかも

しれません。 

このような時だからこそ、世の中が殺伐として

いるからこそ、心に少しの余裕を持ち、子どもと

一緒に花や鳥の名前を調べたり、風を感じながら

散歩をしたり、暗くなった空を眺め、星がきれい

だとか、今日は満月だとか三日月などと会話しな

がら帰るのも楽しいと思います。 

この文章が届くころには、いろんな花が次々と

咲いていると思います。江戸川区でも最近、いろ

いろな小鳥が飛んでいて、きれいな声でさえずっ

ています。子育ては本当に大変なことだと思いま

す。一日中、仕事のことや子育てのことで頭がい

っぱいかもしれませんが、ほんの少しの時間、親

子で意識するだけで、気持ちにゆとりが出てきた

り、日常生活に潤いが出てくると思います。 
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園庭を元気に走り回る子どもの姿が消えた

2020 年の春、新型コロナウィルスの感染拡大防

止の為、日本中からあたりまえに繰り返されていた

私たちの日常が一変しました。身体を寄せ合い、笑

い合い、みんなで集まって過ごす保育園の生活にも

制約がかかりました。さあどうしよう･･･。私たち

は子どもたちの安全を守りながら、コロナ禍で何が

できるか、どうしたら子ども達も大人も笑顔で過ご

せるか、葛藤と模索、工夫を繰り返しこの 1 年を

過ごしてきました。大人も子どもも今までこんなに徹底的に手洗いをしたことがあったでしょうか。

手指の消毒も習慣となり、「密です！」の合言葉を笑いに変える子どもたちの適応能力の素晴らしさ、

逞しさに何度励まされ元気をもらったかわかりません。行事では安全を最優先して中止や縮小を余

儀なくされ、子どもたち保護者のみなさんに残念な思いもさせてしまいましたが、コロナ禍で行事

を 1 から見直す事で行事の持つ意味、大事にしたい事、子どもにとって保護者のみなさんにとって

の最善を考える機会となり、今後に繋がる課題も見えてきました。 

おひさま保育園のスローガンは「つなげよう～みんなの笑顔・みんなの未来～」です。コロナの

終息までには、もう少し時間がかかりそうです。しかしコロナ禍だからできなかったことが、子ど

もの育ちに影響してはいけません。子どもは今を生き、今を学びとして育ちます。コロナ禍の今、

子どもたちの笑顔と未来のために私たちができることを丁寧に考え、子どもも大人も笑顔いっぱい

の毎日を。子どもたちが大きくなっても、必ずや語り継がれるコロナ禍の日々。この時間がピンチ

をチャンスに変えてくれた出来事となるよう、これからもおひさま保育園全職員が心をひとつに頑

張っていきたいと思います。            葛西第二おひさま保育園 園長 狛 明子 

 

 

 

今年度は、コロナ禍ということで、例年通りという言葉が通用しない 1 年

となり、採用については学校訪問ができない等、制限がある中での活動とな

りました。しかし、そのような中でも採用者向けの保育園の見学会は、全保

育園で実施し、ホームページから申し込みをできるようにしたこともあり、

多くの方がおひさま保育園を知る機会になったと思います。また新たに、求人票の見直しを行い、

より分かりやすい内容としたこともあり、次年度の採用予定者を迎えられることとなりました。 

先日実施した入職前説明会も、保育園と本部とオンラインで結び、新規採用予定者は社会福祉法

人えどがわの設立、基本理念、行動規範等は緊張しながら配属先の保育園、雇用契約や就業規則に

ついてオンラインで行いました。今後、新規採用者は配属園で、新年度より、法人職員として迎え

入れ、江戸川区の子ども達の為に一緒に保育を行っていきたいと思います。 

                  人材対策担当園長 

コロナ禍の保育～令和 2 年度を振り返って～ 

職員採用について 
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新しい生命が芽生える季節がやってきました。お店の野菜コ

ーナーには新ジャガや新キャベツ、菜の花、小松菜、ブロッコ

リー等、春野菜が並び始めました。春野菜は冬に旬を迎える根

菜に比べて日持ちがしないため「みずみずしい」鮮度を味わう

のが特徴です。おひさま保育園の給食では旬の野菜、緑黄色野

菜、根菜類など、さまざまな野菜をふんだんに使用しています。 

今回はその“野菜”を題材にした子どもに人気の絵本「やさ

い もぐもぐ」をご紹介します。 

トマトやキャベツなど馴染みのある野菜が登場し料理にな

ります。表紙に描かれた新鮮な野菜がどれも美味しそうなこと。

それぞれの野菜を切る効果音が表現され、野菜の切り口なども丁

寧に描かれているので、野菜の知識を学ぶことが出来ます。また

「ほくほく ころり」などの楽しい擬音語と野菜の姿がどんどん変化していく内容がとても面白い。 

絵本をめくっていくと登場する野菜が次々と投入され最後には具たくさんのスープになり、野菜が

苦手なお子さんに見せたら、野菜が好きになっちゃうかもしれませんよ！ また保育園から毎月配布さ

れています、献立表に食材が載っています。お子さんに今日の給食どんなものを食べたか話題にして

みませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人給食だより 

 

作・絵 ふくざわ ゆみこ 

出版社 ひかりのくに 

 

【材料】 ４人分 

(大人２人分・子ども２人分)  

きゃべつ   大 1/8 個 

玉ねぎ    中 1 個 

人 参    中 1 本 

大 根    1/8 本 

じゃが芋   中 2 個 

豚 肉    １００ｇ 

ウインナー  4 本 

油・塩・ｺｼｮｳ 適量 

コンソメ   1 個 

醤 油    大さじ１ 

水      ８００ｍｌ 

 

【作り方】 

① きゃべつ、玉ねぎは食べやすい大きさに切る。 

② 人参・大根・じゃがいもは乱切りに切る。 

③ 鍋に油を入れ豚肉を炒め、玉ねぎ・人参・大根・じゃがいも 

を入れてさらに炒める。 

④ 野菜に油が通ったら水を入れ、 

あくを取りながら煮る。 

⑤ 途中にウインナーと 

コンソメを 

入れさらに煮込む。 

⑥ ⑤に火が通ったら 

塩こしょう、醤油で 

味をつける。 

 

 

春野菜のポトフ 
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リレー随筆 

私には沢山の趣味があり

ます。昔はサッカーとスケ

ートボードに夢中になり、

日が暮れるまで友人たちと

楽しんでいました。最近は

釣りが好きで、魚が釣れる

感覚を楽しんでいます。特に魚が釣れる感覚だけで

なく、早朝、日がゆっくり昇ってくる景色は清々し

い気持ちにさせてくれます。   

そのような中、最近は本を読むことが好きになり

ました。本を通して「言葉」の表現や奥深さを感じ、

何より「言葉」の大切さを感じたからです。 

今年度から園長という職に就き、様々な場面で、

話をしたり文章を書くことが増え、どのような「言

葉」が相手に伝わるのか、また受け取る側がどう思

うのか、より考えるようになりました。 

自分の想いや考えのみ「言葉」にしても受け取る

側がどう感じるかで「言葉」の意味は大きく変わっ

てしまいます。自分の想いや考えを伝えたいという

気持ちは大切ですが、その「言葉」を受け取る相手

のことをしっかり考え「言葉」にするということが

大切で、相手の事を思いやり考えた分だけ「言葉」

は伝わるのではないかと思うようになりました。 

そして「言葉」と「心」は繋がっていると強く感

じるようになり「言葉」の素晴らしさ、怖さを考え

るようにもなりました。「言葉」は時に人を傷つけ

てしまうことがありますが、その「言葉」で人を救

うことも出来るはずです。私自身も「言葉」で人を

傷つけてしまったことや、友人からの「言葉」で前

を向くことが出来たことを思い出します。 

今現在の職を通して「言葉」の大切さを一層感じ

るようになりましたが、これからも「言葉」と「心」

の繋がりを大切にしながら、側に困っている人がい

たらすぐに手と「言葉」を差し伸べることが出来る

人でありたいと思う今日この頃です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様の身近におひさま保育園を感じてほしいとの思いから創刊した法人誌「おひさま」は 30 号目と

なりました。これまでのご愛読に感謝いたします。これからもおひさま保育園の情報を発ししていき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

保護者のみなさまの声 

新堀おひさま保育園 

園長 藤森 孝 

私は現在 2 児の子どもを保育園に通わせている保護者です。子ども達が通っている南葛西おひさま

保育園は広々とした大きな園庭があり、子ども達が存分に体を動かし遊べる環境だと感じます。毎

日接する先生方は朝から気持ち良い笑顔で迎えてくださるので、仕事で嫌なことがあったり、気分

が乗らない朝でも、先生方の笑顔を見ると、母親の私まで元気をもらえ、「今日も 1 日頑張るぞ」と

いう前向きな気持ちになることができます。子ども達も先生方が大好きです。昨年からのコロナ禍

で、今まで経験したことのない大変な状況の中、子ども達だけではなく、私達保護者にも笑顔を届

け、安心感を与えて下さり、本当にありがとうございます。子ども達の著しい成長を見逃さないよ

う日々の生活を大切に過ごしていけたらと思っています。 南葛西おひさま保育園より 

葛西に引っ越して 1 年が過ぎました。園の見学は 10 以上。発達に問題のある息子が入れそうな園

はなく、「空きが出ても保育士不足」と言われました。他に見学すべき手厚い体制の園はないか区に

相談すると、まず名前が上がったのが民営化を控えた宇喜田おひさま保育園。区立同様の体制が移

行条件と聞き、見学に行くと、「この子なら大丈夫。一緒に頑張りましょう」と励まして頂き、感激

しました。運よく 4 月から子どもを 2 人とも預けられることになり、息子の特性に応じた配慮をし

て頂けたり、感謝しかありません。2 人とも先生やお友達が大好きで、スクスク成長。コロナ禍で

すが、毎日楽しく、転勤があっても卒園までは引越さないつもりです。宇喜田おひさま保育園より 
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